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平成 26 年度第１回奈良市総合計画審議会第３部会会議録 

開催日時 平成 26 年 10 月 30 日（木）午前９時 30 分から午前 11 時 30 分まで 

開催場所 奈良市役所北棟６階第 15 会議室 

議  題 １ 前期基本計画の総括について 

出 席 者 
委 員 佐藤茂雄部会長、伊藤委員、下谷委員、【計３人出席】 

事務局 総合計画策定委員会委員及び関係課長、総合政策課職員 

開催形態 公開（傍聴人なし） 

担 当 課 総合政策部総合政策課 

議事の内容 

１ 前期基本計画の総括について 

 事務局より、資料１から資料５の説明を行った。 

〔質疑・意見の要旨〕 
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本日は初回でございますので、皆様方、ざっくばらんに語っていた

だいて、後期の基本計画につなげる前期の総括ということをテーマ

に、ご意見を自由に述べていただくということにいたしたいと思い

ます。よろしくお願いいたします。 

早速ですが、何かお気づきの点がございましたらお願いいたしま

す。私もしゃべりたいことがいっぱいあるのですが、進行役は黙っ

ていたほうがいいと思いますので、また後ほど申し上げます。 

 

まず、この第３部会は観光・経済ということで、経済のほうの農林

業、商工業、勤労者対策、さまざまな分野がありますけど、今回は

多分観光が一番中心的なテーマかと思っております。始めにいただ

いた資料等を拝見していまして、評価が２つだけＣになっておりま

すけども、商工、サービス、農林業などの分野ではあるのですが、

担当課が奈良ブランド推進とか観光戦略なので、これもある意味観

光にかなり近いような検討テーマかと思っております。 

ですので、まずこのＢ評価ないしＣ評価というのが、Ａ評価も含め

てですが、これは市の担当課の評価なので、外部から見たときに本

当にこの評価が適正なのかどうかということを、この全体の資料だ

けでは判断できなくて、本日いただいた紐綴の詳細な資料を検討し

ないとわかりません。Ａはともかく、Ｂ、Ｃ、Ｄ。Ｄは論外ですけ

れども、なぜＣなのかＢなのかですね、ここのところをちょっとお

聞きしたいなと思っております。 

 

では、事務局のほうからお願いします。前期の総括の中で、評価の

仕方、あり方、それについて、これは今後につなげていく重要なこ

とですから。私のほうもＡ、Ｂ、Ｃの評価のあり方に対して疑問を
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持っておりましたので、我が意を得たりと思っています。どういう

点でＡ、Ｂ、Ｃ評価をされたか、ご説明をお願いします。まず、評

価の方法について、どういう場で、どういうふうに議論されて、こ

うなったかというところからご説明をお願いします。 

 

まず、各課がもっている実施計画事業というものがあり、その事業

の評価をし、それが集まって施策の展開方向の事項の評価、また、

施策そのものの総合評価と積み上げて評価しております。また、こ

の評価につきましては課単位、部単位での評価ということになって

おります。 

 

もう一つ聞きたいのは、課単位で評価されるけれども、現実に、課

の中でどういうふうに、誰が評価したのかということです。会議で

も開かれて合議でこうしましょうというふうになっているのか、課

長が判断してされたのかという、そのあたりのプロセスをちょっと

教えていただきたいのですけど。 

 

観光のほうでは、課の中で相談をして出させていただきました。た

だ、担当者は活動指標については、「やったな」というのがあるわ

けです。ところが、成果指標を見ると全然違うのです。こういうこ

とをやれば成果があると思ってやっているのですけれども、例え

ば、観光の例でいうと、成果指標を見れば、宿泊客数については、

全然到達していないですね。だけども、担当者にすれば、一つ一つ

の施策については実施したという気持ちがあり、Ｂ評価になってい

ます。だから活動指標と成果指標、そこのギャップが非常に大きく、

出してから大変申し訳ないのですけれども、宿泊客数の目標は、も

ともとの目標に問題があり、200 万人とか 300 万人は非常に難しい

数字と思います。平城遷都 1300 年祭の際には増えたのですが、そ

れからほとんど一緒なのですね。ただ、担当者はいろんな施策をや

っています。夏のキャンペーンをやったり、冬の閑散期対策もやっ

たりと。やっているんだけれども、なかなか成果が上がってない。

そのへんのギャップがどうしても出てくるところがあります。だか

ら、やっている者が評価するというのはどうしてもこういう形にな

ります。成果だけで評価しようとすると、全然変わってくると思い

ます。 

 

そこが一番陥りやすいところでもあることなのですね。最初に、部

長は目標の設定にあたって、「こういう課題を掲げよう」といった

コミュニケーションがあって、できれば数値目標、それを掲げない
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とＡ、Ｂ、Ｃの評価はできないのですね。それで各課に任せますと

一生懸命やっておられますから、達成感はあるのですけど、達成し

たという実際の実績というのは、これは別ですから。やはり目標の

設定がまずされて、それで、その結果どうか、面接して、それから

「これはＡだな、Ｂだな」という、そういう評価の仕方を取り入れ

ないとこうした状況に陥ってしまう。それは、コンサルさんの役目

もあるのですけど、今回は関与していないのですか。 

 

評価過程については市役所で行っております。 

 

それは一番まずいケースですね。庁内の論理でいってしまいます

ね。そこは何とか改めないと後期につながらないと思います。伊藤

委員、いかがでしょうか。 

 

今のお話で各担当、現場の方が一生懸命やっておられますことは理

解しております。ただ、世の中の状況は激しく変化していますから、

当然５年前に設定した目標数値が、今の時点で、あるいは今後５年

の間で適正かどうかということは、やはりこの機会に見直す必要が

ある。このあたりをもう少し視野に入れて見直しを考えたらいいか

なと思います。 

 

おっしゃる通りで、時代もものすごく変化していますからね。固定

したものではなくて見直しということもぜひやりましょう。 

 

今も宿泊者数の話があったのですけど、現状で、全国的なレベルか

らいたしましても、奈良市の旅館、ホテルの客室は、一番下のほう

でございます。そういう意味から増やすということも無理なことか

もしれません。また、既存の旅館、ホテルで、改装したり、新築す

る場合、既存のものよりも大きなものは建てられないというよう

な、いろいろ難しいところもございます。我々のように、既存の旅

館、ホテルを経営している者が、もっとブランド力を持って新しい

ものをつくっていくというような、何かそういうところが、建築の

部分でもあればと考えます。規制が厳しい中で、難しいことかもし

れませんが、もう少し夢のあるものが建てられるよう検討していた

だいたら、客室数も若干は上がっていくんじゃないかと思います。

今のままで客室数を増やすというのはなかなか難しいと思います。

また、プリンスホテルが新たに建ったところで奈良らしいものにな

っていくとは思わないのです。やはり奈良といったら、ブランド力

もありますし、旅館、ホテルは奈良らしいものを建てていくという



4 

 

 

 

 

 

 

 

観光経済部

長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下谷委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐藤部会長 

 

 

 

 

ことが、大事なことだなと思います。ビジネスホテルは、ただビジ

ネスライクで建てるものなので、他府県の方がしてもあまり変わら

ない。やはり僕らが、今まで経営していた者が新しく建替えしてい

けるような何かがあればいいなと日ごろ思っているのです。なかな

か、そこは難しいところがあります。 

 

奈良県の宿泊者数は全国で最下位とか、ブービーとかいう話なので

すが、ただ、これは観光だけの宿泊者数ということではなく、ビジ

ネス客も含んでいるのですね。そのあたりを分けずに一緒にして、

観光客の宿泊者数が少ないというのですけど、奈良というところは

大阪、京都に近いですから、ビジネスの客はほとんど泊まりません。

ビジネスの客が結構多いところであれば、宿泊者数は当然増えます

から、カウントされます。だから、宿泊客数が少ないという、それ

は立地上、つまり奈良市、奈良県という立地上の話であって、決し

て観光で宿泊者数が大変少ないというわけではないとは思ってい

ます。 

規制緩和の話は、緩和すれば、奈良らしい景観が損なわれるじゃな

いかということで反対運動が起きますし、非常に難しいところで

す。そのあたり、規制緩和を取るか、委員がおっしゃるように、そ

ういう奈良らしい旅館、ホテルという形を取るか十分な検討が必要

です。 

 

僕が思うのは、別に今あるものを倍、1.5 倍建てたり、床面積を 1.5

倍にしたりするということではなく、若干相談したり、何かする余

地があれば奈良らしいものができていくのではないかなというこ

とです。規制の中でやっていくというのはなかなか難しいところが

あって、規制を極端に緩和するということではなく、何か、若干考

えられるところがあったら考えていただきたいという思いです。僕

らも、やはり昔から奈良で旅館をやっていますので、奈良らしいも

のをどうかして建てたい気持ちは、旅館ホテル組合の中でもみんな

あるのです。その中で、今はなかなか厳しいものがあるので、その

あたりのところをちょっと考えていただいたらどうかなというと

ころでございます。 

 

今、下谷委員は大変重要なことをおっしゃったと思っているのです

けど、まず現状認識ということで、奈良は今、年間観光客、ビジネ

ス客を含めてどのぐらいあって、入込客、それから宿泊者数が幾ら

というふうになっているのですか。 
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奈良市は 1,400 万程度の年間入り込みがあって、140 万程度の宿泊

があるという、大体そのような状況です。 

 

これはほかの都市に比べて、京都とか、和歌山とか、滋賀に比べて

どんな位置にあるのですか。 

 

京都と比べますと、京都は 6,000 万人以上とかいうことですので、

４～５倍になっています。宿泊者数についても 600 万か 700 万。と

にかく京都とは今４倍、５倍の差がございます。和歌山はそのあた

り、調べたことがないのですけれども、ただ、宿泊者数の統計でみ

ますと、先ほど申し上げましたように、県レベルでいきますとワー

スト１か、ワースト２、そのあたりをさまよっているのが事実です。 

 

これを、1,400 万人だとすると 2,000 万人に持っていこうとか、そ

ういうお考えは今のところないのですか。 

 

今、その目標値として、1,491 万という目標値を一応設定していま

す。 

 

では、現状は幾らですか。 

 

現状が 1,380 万です。 

 

先ほど下谷委員がおっしゃいましたけど、奈良というのは宿泊施設

のキャパが限定されているので、そこの中で 2,000 万というのはす

ぐには達成できない数字ですね。あとはオフ対策もあります。稼働

率の問題で、稼働率を上げれば確実に増えます。また、ビジネス客

と観光の捉え方なのですけれども、ビジネス観光とか、インセンテ

ィブ観光とか、ありますよね。こういうのを戦略として奈良市は考

えているのですか。そういうビジネスイベントを奈良で誘致してい

く。会場もなかなか難しいですけれども、そういった戦略の中で稼

働率を上げていくためのオフ対策などの検討はされていると思い

ますけれども、そこを具体的に考えているかどうかですね。 

それと、先ほど下谷委員がおっしゃった奈良らしさ。つまり、奈良

の魅力を付け、付加価値を上げていく。そうすると、数が少なくて

も付加価値が高くなれば、少し料金が高くても来てもらえる。それ

を増やせれば、結局は潤うわけです。ビジネスモデルの構築と書い

ておられますけれども、それは、まだあくまでも検討課題であって、

そのあたりをもっと見直していく中で、具体的に、実践的な施策の
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中に反映していただければと思います。 

 

京都や大阪と数字を争うとか、そういうことは、僕は、奈良には必

要ないと思うのです。「本当に奈良はこういう何もない、静かなと

ころですよ。１回泊まってくださいね。」といったような、大きい

テーマというか、そういうところにもっていく。京都や大阪と張り

合っても、数字的に難しいところがありますから、逆に「奈良はこ

ういうところです。」、夜の観光は少ないけど、「こういう静かとこ

ろですから、一度泊まってくださいね。」といったことや、歴史的

なものを日本、世界の方に見てもらうということが、一番奈良には

大事なことではないかという気がするのです。 

 

今、この施策の中にも「もてなし」というのがありますけど、今の

企業に限らず、人々はみんな精神的に負担が大きくて、奈良に来た

ら癒やされるという精神性が奈良にありますから、そういうのを取

り込んで、ビジネスの場所としても、そのビジネスが終わったあと

は奈良で休んでもらう、そんな感じでどうかと思います。 

 

おもてなしというのは難しい問題でして、オリンピック招致のとき

にもおもてなしという。日本流のおもてなし、あれは実は海外の人

には通用しないのです。この前、ユナイテッドの副社長としゃべっ

ていましたら、彼らは「そういうものは関係ないです。おもてなし

というのは、我々が来たときに外国語の表記があるとか、そういう

ことをおもてなしと言っているのです」と話しておられました。で

すから、日本人はこんな意味だと思っていても通じないということ

も反省しないといけないです。 

 

ですが、外国人が旅館に来られて、うちは旅館なので、旅館に泊ま

られて、旅館のよさとか日本の文化を外国人に伝わるよう、おもて

なしをしていったら、外国人もわかってくれると思うのです。それ

が僕ら旅館、ホテルの役目だと思っているのです。 

 

おっしゃる通りです。それは、日本文化というくくりの中でのおも

てなしですから。和食もそうですし、それはその通りなのですけど、

それだけじゃないということなのです。外国の人たちには。 

それからもう一つ、私もちょっと進行役を忘れまして、委員の中に

入っていきますけど、京都の 5,000 万人、これは京阪電車とか阪急

を利用して、近郊の人が行っており、それがほとんどなのです。奈

良は 1,400 万人にしても、そのうち近鉄線とか、どのぐらいのお客
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さんがいるのですか。細かい数字をぜひ教えていただきたい。 

 

軌道ということで、ＪＲにつきましてはＪＲ奈良駅がほとんどです

ので、250 万人程度。近鉄につきましては 680 万人程度ということ

で、推計しております。 

 

そうしますと、残りは自動車ですか。 

 

そうです。 

 

観光バスを含めてですか。 

 

そうです。440 万人くらいがバスということで認識しております。 

 

今後、奈良市がインバウンドを考えていかれるのでしたら、海外と 

国内を分けて考えたほうがいいと思うのですけれども。言語対応も

もちろん必要ですし、Wi-fi の問題もそうです。私が知る限りでは

外国人の方は、パスの問題でＪＲを利用される方が多いようです。 

奈良市だけで考えるのはどうかと思いますけど、少なくとも奈良市

内では、ＪＲ、近鉄、そして観光バスなど、交通に対して自由に使

えるようなものとか。あと施設の利用に関して何か観光関連のとこ

ろとも一緒に、戦略的に何か取り組んでいらっしゃることがありま

すか。 

 

交通関係は県が「ぐるっとバス」ということで、100 円で奈良公園

から、ならまち、平城宮跡を回ったりしています。 

 

１回１回ですよね。乗り降り自由、何時間でもフリーといった、そ

のようなものはありますか。 

 

今のところ、奈良交通はそういう券は若干持っておりますけど。 

 

Ａゾーン、Ｂゾーン、Ｃゾーンとエリア・ゾーンがあって、一定の

料金を払えば乗り降り自由で、ストレスなく乗り降りできる。もち

ろん案内もついています。そのパスを持っていると、そのエリアの

いろんな店で割引が使えたりとか、そういうのがあります。あると

ころですけれども、ウェルカムカードというのがあって、それは海

外の人に通用します。 
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そのあたりは、奈良交通単独ですけど、部門があり、おっしゃるよ

うに施設と連動してやっています。 

 

それは、奈良の観光協会があるでしょう。そういうところと打ち合

わせしているのですか。 

 

いいえ。奈良交通がやっています。 

 

そのへんは、全員で取り組まないといけませんね、課題です。 

それから、今、インバウンドのお話がありましたけど、私も立場上、

観光客をいかに増やすか、一所懸命やっています。たくさん来てい

ただけるように、海外の航空会社など、いろいろとプロモーション

に行っております。今、ＬＣＣ中心にやっていますけど、次はいか

に回していくかということを考えているのですよ。 

それで言いますと、中国のお客さんから言いますと、成田、羽田か

ら東海道新幹線で富士を見て関西に来るという、これはもうやめだ

ということで、今努力していまして。日本海ルート、それから最近

は和歌山までお客さんを案内しています。次は奈良と思っているの

ですけど、その場合、どのようにアピールしたらいいかということ

ですね。「おもてなし」、「静かな奈良」とおっしゃっても、具体的

に訴求力がないとご案内できないのです。そういうセールスポイン

トというものをどんどん発信していくという努力が、ちょっと奈良

の場合欠けている気がします。 

 

奈良は今、例えばＥＸＰＯジャパン、旅博ですか、そこでアピール

するのは「Roots of Japan」、日本の歴史の始まりということで、と

にかく奈良は、清酒発祥の地、大和茶、お茶も初めて中国から奈良

に持ってきたとか、あと筆、墨ですね。墨の生産というのはほとん

ど奈良です。ですから、そのへんを、日本の伝統的なものについて

は奈良で生まれましたというようなことをアピールはさせていた

だいておりまして、今後もしていきたいと考えています。 

11 月に台湾に市長もプロモーションに行きますし、それからシン

ガポールは今年行きました。あとインドネシアですね。まだまだ行

ったばかりですので、成果というのはございませんけど、まず商品

造成という形で話は進めております。 

 

それは結構なことですけど、これはどこでもやっていますからね。

競争にどう打ち勝つかということですね。 

それからもう一つ、今、私も一生懸命やっていますけど、2016 年
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佐藤部会長 

 

観光経済部
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「スポーツ・文化ダボス会議」。関西に持ってこようということも

あり、先週の日曜日に下村大臣と琵琶湖で懇談を持ちました。下村

大臣は奈良でいいと言っているのです。まず、３日やるのですが、

関空から来て、大阪で大きな大会をやるのです。あと分科会を京都、

奈良、滋賀とかでやろうというふうになっているのですよ。そうい

うときにまず課題になるのは、大きなホテルがない。つまり、コン

ベンション機能がない。2,000 人入れるところとか。そういうのが

ネックになってくるのですよね。ですから、そのへんの、まず、ハ

ードの面ですけど考えないといけない。またハードの前に、そうい

う会議があるという情報をいかにキャッチするかという、そのへん

も鋭敏にならないといけないなと思いますね。 

 

2016 年に東アジア文化都市というプロジェクトを、国のほうから

クレジットをもらいまして、2016 年に奈良市開催がほぼ決定とい

うプロジェクトがございます。ハード面の整備というのは、なかな

かすぐはいきませんが、とりあえずソフト面ということで、ＪＲ奈

良駅を降りたところの総合観光案内所を、ＪＮＴＯのカテゴリー

３、英語、中国語、韓国語 3カ国語に常に対応できる、かつ近畿圏

の観光案内が全てできると、そういう機能を持ちますと、日本政府

観光局（ＪＮＴＯ）からカテゴリー３の観光案内所という認定を受

けることができます。それを目指して、来年度予算にあげていくと

いうことで考えております。 

 

それは奈良独自でおやりになるのもいいけども、やはり関西全体に

アピールして協力を取りつけるとか。県内でやっておられるのです

か。それとも市ですか。 

 

市です。 

 

もうちょっと、大阪を取り込むとか必要ですね。 

 

大阪もそうですし、県との連携というのがまず必要だと思います。

やはり予算規模も違いますし。同じベクトルを向いていませんと、

違うベクトルでは力が削がれますので、そのへんは大事かなと思っ

ています。 

 

外国人がよく持っておられる「ロンリープラネット」とか、そうい

うような雑誌に、もう少し奈良を入れていただく努力をと思いま

す。東南アジアでもそういう雑誌があると思いますし、ヨーロッパ
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長 
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観光経済部

でも「ロンリープラネット」を初めとしてそういう雑誌もあります

から、雑誌の記者に奈良のほうへ来ていただいて、奈良のよさを実

際に味わっていただく。そういう雑誌は、旅行される方はよくみん

なお持ちですので。そこへ奈良がいつも出ていると。 

今まで話を聞いていたら、「奈良は素通り観光でいい」というよう

なことを昔は書いていたらしいです。だから、そんなことでは困る

ので、実際にそういう方に来ていただいて、奈良を見ていただいて、

また泊まっていただいて、また和食を味わっていただいて、奈良は

どんなところであるということを実際感じていただいたら、すごく

ヨーロッパの人に関しては喜ぶというか、興味深いところだなと、

奈良の捉え方が変わってくると思うのです。 

そしたら、京都はそういうページが何十ページもありますけど、奈

良もだんだんページ数が増えてくる。京都のように舞妓さんがいた

り、それから大阪のようにＵＳＪがあったりと同じように、奈良は

どういうものがあるかということをそこへきちっと載せていただ

く。一番旅行者の方の目に触れますから、奈良へ来ていただくため

の、すごい１つのツールになると思うのですけど。 

 

今の下谷委員のご意見に関連してですけど、奈良市からいろんなと

ころへプロモーションに行かれるのも大事ですけど、今言った雑誌

の編集者とか地元のツーリストを招いて奈良のよさを見てもらっ

て情報発信してもらう。そのほうがより直接的、効果的だと思うの

ですが、そういうこともやっておられるのですか。 

 

はい。特に今、春日大社の 20 年に一度の式年造替を来年、再来年

に執り行われますので、その式年造替のための商品造成ということ

で、これは観光協会がエージェントを招いて、春日大社でこういう

ことをしますという、それは今、させていただいています。 

それと今、外国の話をされましたが、来月台湾へ行くのはそのため

に行きます。というのは、現地の人気サイトに奈良の情報が満載さ

れているというような形で、既に契約もしておりまして進めており

ます。今度は実際に行って、向こうの旅行会社にそれを売りつつ、

実際の人気サイトに奈良の情報が入るというように、今やりつつあ

ります。またそのへんは報告させていただきます。 

 

それをまた、ヨーロッパのほうにも。やはり、ヨーロッパの方は奈

良が多分好きだと思うのですよ、京都より。 

 

日本に来られる外国人の訪問率で、フランスとスペインは日本に来
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佐藤部会長 
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られたうちのかなりの率の方が奈良に来られる。フランス人とスペ

イン人の率が非常に高いです。これは文化の関係と思います。 

 

奈良は日本だけじゃなくてインターナショナルの奈良というよう

な、やはり市役所自身がそういう感覚を持っていかないと。僕らは

小さい旅館ですけども、今は、日本人を迎えることも大事ですけど、

外国人を迎えることをもっと上に持っていかないと。人口が違いま

すからね。そういう考え方に持っていったら、広い考え方をしてい

く必要があるのではないかと思うのです。 

 

観光協会はどんな組織なのですか。会長はどちらの方ですか。 

 

奈良交通の会長です。 

副会長が３人おられまして、下谷委員さんも副会長です。ほか、若

草山でお店をやっている方がお１人と、もう１人がお土産物を製造

しておられます。その３人が副会長で、理事には旅館の方であると

か、観光関連の事業者の方が主。ほか、お寺さんとかも入っており

ます。組織としては、事務局的には専務理事１名、これは近畿日本

ツーリストの現職の職員が出向しています。あと、市から出向が１

名おります。あとは観光協会のプロパー。主には観光案内所を観光

協会に委託していますので、観光案内所で働く職員が結構おりま

す。 

 

では、割と実務の方ばかりで、実務をよく知っている方ですから、

機能していますね。 

 

それがなかなか難しい面もございます。もう一つ、言い忘れました

けど、今、中国語をしゃべる方２人と、ハングルをしゃべる方１人

を、毎日ではないですけど、ほぼ週４日程度来ていただいて対応し

てもらっています。それと、お店屋さんの、中国語やハングル語の

翻訳の仕事もやっております。 

今、観光協会の改革プロジェクトをやっておりまして、観光協会が

どうあるべきか、旧態依然のままではいけないのではないか。先ほ

どおっしゃったような海外への飛躍であるとか、あとプラットフォ

ーム化ですね、奈良観光の。観光協会に行けば奈良のことは全てわ

かる、どこでどんな催しを、ここではこういう特別感のある見るも

のがあるとか、そういうことを全部紹介して、それを商品として売

ってもいいし、お知らせするために、そういうことが絶対必要だと。

今までのように会員のための観光協会ではなく、それをもう少し広
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伊藤委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観光経済部
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伊藤委員 

 

 

観光経済部

長 

伊藤委員 

 

観光経済部

げていったらどうかなということは考えております。 

 

年間予算は幾らですか。 

 

年間予算は約２億です。 

ただ、それは観光協会の、先ほど申し上げました案内所の人件費、

これがかなり大きいですので、実質上使えるお金、事業費はかなり

少ないですね。 

 

具体的に、個々の調査票にいきますけど、付箋も貼ってあるのです

が、施策の 6-04-01、商工・サービス業の振興のところで、Ｃが付

いているものですね。担当課は観光戦略課です。要はいろんな施策

をするにしろ、マネジメント能力のある観光協会が必要になってく

ると。ここで挙げておられるのですが、「まほろば観光大学」の開

校の前段で観光戦略基礎調査が平成 23 年度に行われ、データを収

集されたということ。それで、「まほろば観光大学」を開校すると

いうことをうたっているのですが、ここＣがついているのですが、

後期基本計画に課題として書いてあるのは、引き続き「まほろば観

光大学」のカリキュラムを実施し、観光産業の経営体質の強化を図

るという、ここのところはなぜうまくいかないのですか。 

 

ビジネスモデルの構築とありますね。これは、いわゆるビジネスの

ことについては市の職員というのは全く素人なわけで、どうしてい

いかわからないのですね。今、やっているのは起業家支援です。起

業家支援のことはかなり商工のほうでやっております。ただ、観光

のビジネスモデル、これは私ども素人では非常に難しいと思ってい

るのです。だから、やはりイノベーションであるとか、そのへんで

起業家を育成していく。奈良は結構、観光関連の起業がありますの

で、そのへんはできるのですけど、観光のビジネスモデルの構築が、

果たして市のほうでうまくできるのかという気もしておりまして。 

 

この「まほろば観光大学」の対象になる人は誰なのですか。職員な

のですか。 

 

いえ、違います。 

 

一般に募集するのですか。 

 

基本的には観光事業者の従業員です。 
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長 

 

 

伊藤委員 

 

観光経済部
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伊藤委員 

 

 

 

観光関連の。 

 

ホテルや旅館が主になると思います。 

 

ホテルの従業員とかを対象にして、「こういうことをやるから能力

を高めてください」と。 

 

はい。いわゆる接客から経営まで全てにわたって、観光産業に携わ

る人はこういうことを知っておいていただきたいという形でさせ

ていただく。 

 

ということは、「こういうことをやりますから来てください」と言

っても集まらないでしょう。 

 

来年の２月か３月ですので、今準備しています。 

 

まだスタートしていないのですか。 

 

今、いろんな先生を呼んできて、といったようなことを準備中です。 

 

市の職員の方もこういうところに入って、職員自身もそういう知識

を持ったほうがいいと思います。 

 

それはあり得る話だと思いますけど、まず、やはり観光業の方にと

思っています。外部からの視点でもう一度自分の仕事を見直してい

ただきたいという気持ちがあるのは事実です。 

 

Ｃは、着手が遅れているということですか。 

 

はい、そうです。それと、最初に申し上げた観光のビジネスモデル

というのはなかなか構築が難しい。だから、それは「まほろば観光

大学」の中でそういう話が出てきますので、例えば「まほろば観光

大学」が成果のあるものになれば、当然またＡ、Ｂという形になっ

てくると思います。 

 

スイスなどで、ホテル学校みたいなアカデミー、そういうことをし

て人材育成して現場についているけれど、行政がそれを支援をする

という形ですか。 
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伊藤委員 
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観光経済部
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佐藤部会長 

 

 

観光経済部

長 

 

そうです。 

 

それは奈良でもいろんな人材養成が必要だと思います。 

 

これにおいても、従業員のモチベーションを上げるということで、

やはり施設を改善して、新しいものをやっていかないと、モチベー

ションだけ上げてくださいと言っても、なかなかそれは難しいとこ

ろがある。やはり、僕が最初から言っていますように、改装とか、

また建てかえとか、そういうものに対して夢を持てるような、建築

をちょっとしやすいような形でないと、これだけを幾ら勉強したっ

てなかなか難しいところがあるのではないかという気はするので

すけども。 

 

それは助成金とか、そういう意味ですか。 

 

いいえ。旅館、ホテルを改装したり、新築したりすると従業員のモ

チベーションが上がりますので。旧態依然とした中で従業員のモチ

ベーションだけ上げてくださいというのは、なかなか難しいことで

はないかなということです。 

 

それは各事業者さんの努力ということですか。ホテル、旅館さんが

もっといい環境を整えていくのにも投資をされる。 

 

そうです。事業者が投資もやらないと、従業員のモチベーションと

いうのはなかなか上がっていかないのではないかと。やっていただ

くのはありがたいのですけども、それと並行して施設の改善とか、

そういうものもやっていかないとという気がするのです。 

 

それで、「まほろば観光大学」を、どうやって、何のために使うと

いうふうにされたわけですか。 

 

奈良のいわゆる観光業のレベルアップです。質のアップです。 

 

それは、入込客を今後増やすためには、これが足らないからこうし

ようとか、何か。 

 

すぐそれで成果が上がるとは思っておりませんけど、部会長の意見

として書いておられましたけれども、「場格」というのですか、や

はり奈良の観光業というのはこれだけ質が高い、そのようなものを



15 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐藤部会長 

 

観光経済部

長 

佐藤部会長 

 

 

 

 

 

 

 

観光経済部

長 

 

 

佐藤部会長 
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観光経済部
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やはり広めていきたいと。そうすることによって、「場格」を上げ

る。これによって必然的に人は増えるであろうと。やはり口コミで

すから。「奈良へ行ってよかったよ。」という話が一番ですから。そ

れには、観光業に携わる方の、接客から経営まで全てにわたって、

トータル的にレベルを上げていっていただきたいという思いを持

って「まほろば観光大学」を開設する。 

 

発案者はどなたなのですか。 

 

市長です。 

 

そのこと自体は別に悪くはないですね。底上げという意味ではね。

この冬、ミシュランさんの方から、「水乃江」というおいしい料理、

ああいうのは意外と知られてないですね。 

ですから、奈良に来た人に、やはりいかにお金を落としてもらうか

ということを考えないといけないですね。ああいうところをリスト

アップするとか、その数が幾つあるか、京都に比べて大分劣ってい

るのかとか、現状把握しないといけないですね。 

 

ミシュランの三つ星もございますしね。このへんは当然ＰＲをと思

いますが、市では特定の事業者のＰＲは難しいですので、観光協会

がやはりそういうＰＲをと思います。 

 

商工会議所とかね。 

 

そうですね。やはりＰＲしませんと。ただ、市が一部の業者さんだ

けをＰＲするわけにいきません。そのために、そのためといったら

おかしいですけれど、観光協会というのは民間組織ですから、そう

いうこともやっていけます。 

 

そのためにはやはり行政も、観光客、入込客をもう少し増やす目標

を掲げるとか、できるだけ奈良で消費してもらおうとか、何か打ち

上げないといけないですね。 

 

そうです。それで、一番問題なのが、夏冬なのです。春秋というの

は奈良では結構稼働率があるのですが。そのへんの対策ということ

で、「なら燈花会」であるとか、観光協会の「夏の奈良旅キャンペ

ーン」というものを打ったり、冬は「奈良うまし冬めぐり」という

ことで県がやったり、それと市のほうも「珠光茶会」ということで
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冬場やったり、そういう取り組みはしています。それで、これもや

はり続けることによって知名度ですね。「燈花会」も結構いい催し

だと思うのです。関東の友達が来て、連れていくと、「こんな催し

をやってるの、知らなかった」ということがあるわけです。だから、

どんどん続けて、レベルアップすることによって、そうした催しが

宿泊客数、観光の活性化につながるのではないかと。それと「燈花

会」などは夜の催しなのですね。それが宿泊客数の増につながると

いうことでやっています。 

 

京都も同じ悩みを抱えていまして、夏と冬、困っているから、昔か

ら非公開の社寺を公開しているのですね。これは同じ悩みです。た

だ、向こうは数字を把握していますが、こちらもぜひ検証してみて、

対前年、少なかったか多かったかとか、過去からやっておられたら、

今どんな状態であるのか。この辺はちゃんとされていますか。 

 

奈良では、一般観光客、それから修学旅行ですね。奈良の場合は修

学旅行が非常に大きなポイントですので、分類しまして、その統計

はずっととっています。奈良の場合にはやはり１つのイベントがあ

るときはぐっと上がるのですね。例えば 1300 年事業とか、シルク

ロード博とか。イベントの後にガタッと下がるということは事実と

してございます。 

 

ほかにございませんか。 

 

では、個票でいきます。課題が飛びますけど、観光とも関係がある

と思うのですが、6-03-01、農林業の振興、資料３の後ろから４枚

目ですね、Ｃが付いているものがあります。奈良ブランド推進課が

担当されているものですけれども、「未実施事業が発生する」とい

うコメントというか、評価が付いていますけれども、今後の後期基

本計画の課題として、農林業の振興に関連することで、ここのとこ

ろがよく見えていない。これはどうなのでしょう。担当課の方、関

連の方がいらっしゃったらお願いします。 

 

奈良ブランド推進課は、26 年度に新たに設置された課です。いわ

ゆる農産物をブランド化していって、農業振興を図っていこうとい

うところで、今年から取り組みをさせていただきましたので、まだ

これから進めていくという部分が多く、評価としては低くなってお

ります。 

今年度やっていますのが、イチゴのブランド化ということで、「古
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都華（ことか）」という品種があるのですが、これが 23 年に品種登

録されまして、今ブランド化を図っているところです。奈良市以外

でも平群町が生産量的には県下の中で多いということで、これも広

域連携協議会を今年５月に発足させまして、商品開発とか販路拡

大、そういう取り組みを進めているところでございます。 

 

４期の総合計画の前期の後半になって立ち上げたということ。当初

からなかったということですか。 

 

ブランド化というのは、当初、前期の計画の中にも入ってあります。

ただ、具体的な取り組みとして、今年度から本格的に取り組んでい

るということです。 

 

Ｃはついているけど、まだ着手して間もないから成果が上げられて

いないということですか。 

 

まだ具体的には。「古都華」でいうと、生産農家が今３軒だけとい

うことで、なかなか広まってきていない状況ですので。これはとも

かく、ある一定量の生産量が必要ですので、そのへんはこれからの

課題という形です。 

 

奈良へ観光で来た方は奈良でおいしいものを食べたいと思ってい

るので、食材としてブランド化を進めるということは大事だと思い

ます。 

途中になりますが、今資料をいただいたのですが、これはどうなん

でしょうか。 

 

観光客数の推移です。平成 20 年の宿泊者数が 228 万になっており

ます。ところが、21 年は 142 万人になっています。これはなぜか

と申しますと、統計のとり方が変わりました。というのは、それま

では廃業した宿泊施設や、ラブホテルなども全部入っていました。

実数は出ませんので、客室数に稼働率を掛けてやっております。だ

から、廃業してそのままになっていてもそれをそのままあるという

形で計算します。そこで変わりますので、実情に合わせた結果、減

っております。平成 22 年に 195 万と増えているのは、1300 年事業

ということで、増加しています。 

 

奈良はですね、奈良県ですよ、分散型になっていますよね。飛鳥が

あったりとか、そういうまちをかなり持っているのです。奈良県全
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体で見ればいいのですけど、その中で奈良市がどんな役割を果たす

か。例えば、飛鳥に行った人は、奈良市とは関係ないですね。お客

様は関係あるのですか。 

 

実質上は、飛鳥辺りは宿泊施設が少ないですので、奈良から足を伸

ばしていただくという方もかなりおられます。ですから、個人的に

は飛鳥とか橿原、吉野ですね、そのへんの観光の振興ということは

奈良市の宿泊者数増にもつながるのでないかとは考えております。 

 

まだ戦略としては打ち出していないのですか。 

 

連携という形は話をしております。例えば、斑鳩町ですね、法隆寺

がございます。関東のお方などは、法隆寺は奈良市と思って、よく

市のほうに、「法隆寺にはどう行くのですか」という問い合わせが

あるのです。そんなこともありますし、法隆寺は日本で初めて世界

遺産に登録されたところですし、斑鳩町と奈良市が連携してお互い

に誘客を進めようということで、この 10 月に観光の連携宣言をし

て、今後双方で、例えば交通ですね。法隆寺があって、薬師寺、唐

招提寺があって東大寺に来ると。逆もありますね。そのへんの交通

ルートをもう少し強化しようではないかというような話とか、ま

た、世界遺産は観光のためにあるのではないのですけれども、お互

いにＰＲしていくというような連携をしようと思っています。 

 

それは重要ですね。その前に「宿泊施設が少ない」とおっしゃった

けど、奈良市も宿泊施設、少ないじゃないですか。ですから、おっ

しゃったように、どんどん増やすとか、規制を緩めるとか、次に繋

げていけばいいのではないですか。 

 

ご存じのように奈良県が、この市役所の前の土地にホテル誘致して

おり、今、コンペして２社残っているということで、これはかなり

大きな土地ですので、いいものができたらいいなと。奈良市もＪＲ

の西側に土地を持っておりまして、何回かホテル誘致ということで

やっても、なかなか来ていただけないというのが実情でございま

す。おっしゃるように多種多様なホテルですね。例えば、小さくて

も本当に奈良らしいものだとか、今Ｂ＆Ｂがありますね。そういう

ことも大切かなと。それで、大型があり、奈良らしい旅館あるいは

Ｂ＆Ｂがありと、いろんなニーズがあると思いますので、それに対

応できれば。 

ただ、今おっしゃるように一番奈良で困っているのは大型ホテルで
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す。大型ホテルができればコンベンション施設もそこについてまい

りますので、それが一番の課題です。 

 

斑鳩町が規制緩和で、法隆寺の周辺にホテルを建てられるようにし

ましたよね。 

 

はい。奈良市でも少しそれを考えています。市街化調整区域という

のは用途の変更がなかなか難しい。今までがお店だったら、お店し

かできない、住居地区だったら住居しかできないのです。だけど、

家が古くなり、それを今度宿泊施設にしようと思ったらできないの

です。それを何とかできるようにと。例えば、東大寺の大仏殿の近

くは、みんな市街化調整区域なのです。だからあの辺りには宿泊施

設があまりないのですね。そのあたりを規制緩和できないかなとい

うことは少し考えているようです。 

 

修学旅行の宿泊者数の件なのですけれども、20 年ほど前まで 30 万

人ぐらい奈良に宿泊しておられたのですけれども、現状は 10 万人

余り。なぜ、これだけ減ったのかというと、修学旅行の旅館として

大きい旅館が廃業ということもあるのですけれども、20 年ほど前

は必ず飛鳥のほうへ行かれて、サイクリングとかいろいろされて、

奈良で１泊して、それから京都にというパターンが多かったので

す。けれども、先ほどの話もありましたが、飛鳥のほうへ今は、あ

まり行かれない、ほとんど行かれない。 

 

修学旅行でね。 

 

はい。修学旅行で行かれない。そういうこともありまして、京都で

２泊されている学校が多い。修学旅行におきましては、京都は 110

万人ぐらいの宿泊者数があるのですけど、奈良は 10 万ちょっとと

いうことで、大分開きがあるのです。奈良での滞在時間を長くする、

そういう施策も必要だと。 

一般客も同じだと思うのです。修学旅行も、一般の団体も東大寺の

前の駐車場へ入れて、ところが、東大寺とその駐車場の往復で、お

金も何も使うところがない状況。１時間ほどで、ほかの、京都とか、

大阪とかに行かれるところが多いと思うのです。そういうことで、

宿泊にもつながってこない。やはり、ならまちや、今はきたまちも

いろいろやっていただいているのですけど、そのあたりまで足を伸

ばして、奈良でゆっくりしようかと、静かな奈良を味わおうじゃな

いかと。そういうふうな、何かイメージ的なものをつくっていかな
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いと、先ほどから僕が言っているように京都や大阪といくら競争し

ても、競争すること自身がどうかと思います。 

ならまちにしても、変なマンションを建てたり、観光にしたら住民

が嫌がるとか、そのへんをもう少し整理して、本当にならまちとい

うものをつくっていく。きたまちもマンションとか、そういう大き

いものをあまり建てさせないようにするとか、将来を見越したよう

な施策をやっていかないと。「10 年後、20 年後こういうまちになり

ます。」ということをイメージできるような、そういう建築の規制

とか、それから古い建物に対しての助成とか、そういうものをやっ

ていかないとなかなか完成しないのではないかなと思います。 

 

古い建物の助成は、景観形成、外観の補助、それと、今年から内部

改修も補助を出しております。というのは、やはり住んでもらわな

いとそれを守っていけないということで、内部についても 500 万ま

で出すという形で、今年から始めまして、外観の補修と内部改修と

セットで、結構、今年は増えました。やはり外観だけでなく、住ん

でもらって、保存していかないといけませんので。 

修学旅行の話を申し上げると、やはり子供が半分に減っていますよ

ね。それと修学旅行のあり方が、教育旅行から、ＵＳＪへ行ったり

とか、スキーに行ったりとか、多様化してきています。昔は、みん

な奈良、京都に定番で来ました。それがやはり変わっている。ただ、

僕は、修学旅行は教育旅行ということで、飛鳥へ来て、奈良へ来て、

京都へ行ったら日本の歴史をたどれるわけです。飛鳥、奈良、京都、

このルートというのは本来日本のルーツをたどる非常に大事なル

ートだと思うのです。私どももそれは連携してそういう打ち出しを

していかなければいけませんが、国のほうも教育旅行という、日本

の歴史の大切さ、それを考えていただきたいなと思います。 

 

これはＪＴＢの仕事なのですよ。二、三年先を見越して、ＪＴＢに

ぜひ飛鳥、奈良、その連携を含めて修学旅行に取り入れてくれと、

商品造成をしつこくお願いしたら、やってくれますから。これはど

こがやるのか、観光協会がやるのか、そのあたりは少し考えないと

いけないですけど。 

 

市のほうも東京からの修学旅行誘致ということで、中学生は東京か

らかなり奈良、京都に来ていただけますので、東京観光オフィスと

いうことで近畿日本ツーリストに委託しているのですけど、中学校

を回ってもらって奈良への誘致は行っているのです。ただ、会長が

おっしゃるようにそういう商品造成ですね、その話が大切です。何
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で奈良に来るかという目的がないと、ただ「来てくれ、来てくれ」

では。 

 

圧倒的に強いのはＪＴＢです。 

 

僕らも、ＪＴＢのほうへ旅館やホテル関係の観光誘致に行くのです

けど、そこで言われることが、ちょっときついようですけども、「奈

良へ行って何があるのですか。京都に２泊泊まりたい学校が多い中

で、奈良に１泊していただく、そういう魅力的なものがあるのです

か」と、そういうことをよく言われるのです。それは旅館の努力不

足もあります。また、観光に対して新しい魅力があるのか。歴史、

歴史というのは僕らが勝手に言っていることであって、学校の教育

旅行に関しては、先生方はどういうものを目的としているとか。そ

のあたりの調査をきっちりやりながら、僕らは「歴史を勉強してく

ださい」と言っていますが、先生はそれを求めてないかもわかりま

せん。そのあたりの、奈良へ来ていただく目的というか、それは今

何であるかを調査して、それを構築していく。 

奈良は観光資源がたくさんある中で、そういうものができれば、も

っと強力なものになる。京都であれだけ泊まっているのだから、奈

良へ１泊ぐらいしていただければ、それで 10 万人を 20 万人ぐらい

にするのには、それほどの労力は要らないと思うのです。１時間半

以上かけて京都で泊まってはるわけだから、奈良へ泊まっていただ

けるようになるのではないかと思うのです。 

 

太宰府市とは、東大寺の関係で奈良市と友好都市です。太宰府は再

来年から５年間、今まで来てなかったのですけれど、中学生は奈良

に修学旅行に行くことを決めてくれました。これは市長の働きかけ

があったり、東大寺さんの働きかけがあったりということで、太宰

府の市内の中学生が全員来るということに決定しています。そうい

う取り組みはあります。 

 

その修学旅行の問題で、昔はまさに修学、学習のための旅行だった

のが、今は体験型が増えている。これをセットにして今、飛鳥で取

り組んでいるのが民泊なのです。民泊してもらって飛鳥を観光して

もらう。だから奈良も東部がありますよね、あそこで民泊してもら

って、１泊市内で泊まってもらうとか、それで歴史を学習してもら

ってですね。要は、いわゆる日本人の生活の原点というか、中山間

部での生活体験の学習。これは東部のほうの振興にもなりますし、

飛鳥でそういうことをやっていますから、奈良でできないことはな
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いと思います。飛鳥はそれを小・中学校、高校まで含めてプロモー

ションをかけて、かなり実績が上がっているようです。 

さらに、今度はインバウンド、海外の人も相当取り込んできており、

日本の民家に泊まって、日本の生活体験ができるということで、か

なり人気があって、毎年かなりの数、来ているみたいです。そうい

うことを含めて考えていけば、東部の振興にも役に立つという意味

で、新しい戦略と仕組みを奈良としても考えてもいいかなと思いま

す。 

話が飛びますけども、見直しの機会なので、農林業の振興とあるの

ですが、これは特に東部エリアの話だと思うのですが、合併されて

奈良市になったのですけど、農林業のウエイトというか、奈良市の

中で振興と掲げるときに、どんなものなのですか。 

 

おっしゃいましたように合併しました都祁とか月ヶ瀬というのは

かなり農林業中心であるのですけれども、奈良市全体でいいます

と、農林業の位置づけというのはそう高いものではないです。ただ、

それではだめだということで、６次産業化ということで、東部地域

の定住対策であるとか、東部地域の振興ですね、それを奈良ブラン

ド推進課のほうが中心になってやっております。 

 

６次産業化の中で、農業観光、林業観光ということで、観光産業に

もなるわけです。例えば林業、木を伐採するとか、そのようなこと

を子供たちに体験、見学してもらう。安全性の問題がありますけど、

そこを埋めたら、そういうところで宿泊してもらって、いわゆる歴

史だけじゃなくて、そのものを見てもらう。もちろん農産物のブラ

ンドをつくるというのも大事ですけども、多面的に考えられたらい

いことだと思うのです。 

 

６次産業化は大きなテーマですね。 

 

一つ気になっていることがありまして、ドリームランドの跡地、あ

そこをもう少し奈良らしいものに、それは費用もかかることですけ

れども、思い切った施策をぜひ考えたいと思います。僕が考えてい

るのは、あそこに大きいスポーツ施設をつくって、強化合宿とか、

いろいろな、例えばＡチームのそういう選手が来る。サッカースタ

ジアムとか、お金がかかるかもわかりませんけども、そういうもの

をつくって、歴史とスポーツ、奈良は歴史とスポーツでいけるとい

うようなところを。それはお金も大変なこともかもしれませんけ

ど、うまくやって、スポンサーを付けることもできれば。環境のい
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いところで強化合宿ができるような施設をつくればと。 

 

ラグビーのワールドカップの関係で、その事前合宿とか、そういう

話もやっています。 

 

でも、あの現状では、草が生えて、手入れをしてもらわないと。 

 

所有者はどちらなのですか。 

 

今、競売にかかっています。 

 

いろんな話がありますけど、あそこを思い切って活性化する。奈良

らしい、スポーツの奈良など。 

 

規制がかかっていますので。ただ、おっしゃるように、スポーツ施

設だったら可能かなとは思うのですけど、風致等の規制がいっぱい

かかっていますから。 

 

あと、本日出ている重点検討項目の中で、まだ言及してないものが

あるのですけど、よくわかるように教えてほしいのですけども、勤

労者総合福祉センターというのは具体的にどんなことをやってい

るのですか。老朽化もあるけども、活用が十分でないということな

のですけど。場所は、どこですか。 

 

ＪＲ平城山駅の西側です。平城ニュータウンの東から 24 号線を渡

って東側です。内容としましては体育館とか、あと講座関係ですね。

勤労者が学べる、以前はパソコンなんか結構やって、今は、パソコ

ン教室は少ないですけども。それとスポーツジム、テニスコート。

「公民館とどう違う」と言われたら、ちょっと難しいところがあり

ますが、基本的な成り立ちが、勤労者のための文化、教養を高める

ための施設です。 

それと、もう一つ、中小企業者の福利厚生の仕事、これはたまたま

勤労者総合福祉センターの中でやっているだけなのです。別の事業

ではあるのですけれども、中小企業者の福利厚生の部門を実質上や

っております。 

 

かなり老朽化しているのですね。 

 

そうですね。テニスコートも、もう剥げています。 
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伊藤委員 

 

観光経済部

長 

伊藤委員 

 

 

観光経済部

長 

 

 

 

伊藤委員 

 

 

観光経済部

長 

 

 

 

 

 

 

 

伊藤委員 

 

 

 

商工労政課

長 

 

観光経済部

長 

 

伊藤委員 

 

 

佐藤部会長 

 

そのセンターの部屋は。 

 

少し老朽化しています。 

 

だから今後の問題として、更新するのか、あるいはもう取り壊すの

かということも長期的に考えておかないと。 

 

そうですね。もともと国の建物を譲り受けたというような経緯もご

ざいまして、簡単には取り壊せない部分もあるのですけれども、長

期的にどうするかということは考えていかないといけないと思っ

ています。 

 

このまま存続していったら、活性化というか活用が見込めないので

すか。 

 

私もよく利用するのですけど、全然利用者がないわけでありませ

ん。ただ、定期的なメンテが必要だと思うのです。定期的にメンテ

することによって長持ちします。奈良市の場合、大変申しわけない

けど、そういう定期的なメンテはほとんど予算がつきませんので、

どんどん古くなる一方ということがございます。やはり何年かに一

度メンテすることによって物は長持ちする。壊すより、利用者がい

るものにつきましては使っていくということがいいかなと個人的

には思っていますが、それは市の判断になりますので。 

 

要は文化的というか、スポーツ面での厚生施設というのもあるけれ

ども、もう一つ大きな目的に就労機会の確保というのがあります

が、これは機能しているのですか。 

 

就労機会、例えばパソコン教室とか、そういう教養を身につけて、

それを結びつけようということです。 

 

実質的には、今公民館とあまり変わらないような使われ方をしてい

ます。 

 

だから、それならそれで、この施設そのものの存在意義、あり方を

考えなければならない。 

 

そういうことですね。 
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伊藤委員 

 

 

 

 

 

観光経済部

長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伊藤委員 

 

 

 

観光経済部

長 

 

 

 

伊藤委員 

 

観光経済部

予算をそっちのほうにシフトする、それはできないのですか。 

 

できないことはありません。公民館に組み入れるというのはできな

いことはないと思います。 

 

就労支援は厚労省とかハローワークとか、そういうところに任せ

て、要は機能を見直すと。 

あと、これも検討課題になっている奈良町にぎわい課、ならまちは

多分、奈良市観光の１つの拠点だと思うのですけれども、空き家、

町家バンクも含めて、ここは。 

 

町家バンクにつきましては、空いている家を利用したい方ですね。

利用したい方と、「この家は空いているから利用してください」と

いう方のマッチングをやっていますけれども、利用したい方は十分

います。ところが、貸すという方が少ないのです。だからマッチン

グがなかなかできない。それ以上は借地借家法とか、そのあたりの

問題とかあります。それと契約になりますと、これは行政がなかな

か入れない部分がございますので、そのあたりをどうするかという

問題があります。 

基本的に、何年か貸して返してもらうとか、そういうようなことを

はっきりさせる方がいいかもわかりません。というのは、貸すほう

に非常に抵抗があるのです。空いているのだから、安い値段でも貸

したらどうかと思うのですけども、なかなかそれがいかない。借り

たい人は本当に多いのです。100 人以上登録があるのですけど、貸

したい人の登録がないので、マッチングが進まないというのが事実

です。 

 

これは行政が仲介するというとおかしいけど、直接、所有者と借り

手が契約するのではなくて、仲介して、間違いなく５年後、10 年

後は返還しますとか。 

 

それはできないのです。宅建の関係とかいろいろありますので、行

政ではちょっとできない。言い切ることはできませんけども、行政

が間に入るのは、今の制度ではちょっと難しいのではないかと思う

のです。 

 

行政が借り上げることもできないのですか。 

 

それはできます。 
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長 

伊藤委員 

 

観光経済部
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伊藤委員 

 

奈良町にぎ

わい課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伊藤委員 

 

 

奈良町にぎ

わい課長 

 

 

 

 

 

 

伊藤委員 

 

奈良町にぎ

わい課長 

 

借り上げて、また貸すのはだめなのですか。 

 

いや、できます。 

 

では、借り上げて、貸してはどうか。できるのであればそうすれば。 

 

町家自体の状態にもよると思うのです。現在、町家バンクで取り扱

っている物件というのは、長らく空き家であったものが多いので、

それを実際に使う状態のときに誰が改修するのかということが非

常に大きな部分になっております。大概、持ち主の方はもう活用し

ないから空き家にしているので、貸す、借りるにしても中の改修は

借り主でやってよと。ただ、借り主のほうはできるだけ安価でその

町家を活用したいと思われている。ということになりますと、では

実際、町家としての活用できるような状態に持っていくお金を誰が

出すんだというところで、なかなか話がまとまらないというのも事

実だと思っています。 

そこに、例えば、今お話にございましたように、市が借り上げて、

サブリースなどというような形というのも考え方としてはあるか

と思うのですけども、では、その町家の改修費用を市が出すのかと

いうことになると、その財源はどうなるんだというような問題もあ

りまして、動きたくてもなかなか動けない部分というのがあるのは

事実です。 

 

行政、市が借り上げて、手を入れて、そのコストを家賃で回収する

というのはどうなのですか。 

 

町家の賃料の相場なのですけれども、借りたいという方の賃料のお

考えというのはかなり低いレベルで動いておりまして、ただ、一方、

皆さんもご存じのとおり、ならまちというのは結構ブランド化され

ていますので、貸したいと思われる方はできるだけ高いお金で貸し

たい。そこにもかなりの齟齬が出てまいりますので、その解決とい

うのも、実際町家バンクをやっておる中では、大きな課題の１つに

なっています。 

 

行政でそれが難しいのだったら、民間がそういうのをやるとか。 

 

民間事業者の方にそこをお貸しする、借りていただいて、そこが回

していただくという形というのを模索はしておりますけれども、た
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長 

 

 

 

 

 

 

 

佐藤部会長 

 

川本観光経

済部長 

 

佐藤部会長 

 

観光経済部

長 

 

 

 

 

 

伊藤委員 

 

 

だ、初めにまた戻りますけれども、貸してあげよう、もしくは売っ

てあげようと思われる所有者の方が、なかなかいない。というのと、

実際空いているのですけれども、所有関係がなかなか明確でなく

て、持っておられる方、何人かは明らかなのですけど、それ以後、

所有権を実際に持っておられる方が非常に複雑になってきている

というのも事実で、そのあたりが複雑に絡み合って家が動かないと

いうのが現実で、毎日苦慮しているところです。 

 

出尽くしましたか。あと商店街。これはいかがなのですか。商店街

の活性化という大きなテーマを抱えているのですけど、お客様を引

きつける、魅力のある商店はあるのですが、シャッター通りという

のは。 

 

実際問題、餅飯殿通りは、10 年ぐらい前はシャッター通りだった

のです。ところが、商店街の方々が立ち上がりまして、パチンコ屋

を買って、それをつぶして、若手の起業家のために夢 CUBE という

のをやったりと、自分たちでかなり努力というか、自分たちの中で

されまして、今は大分変わってきました。 

また、餅飯殿はならまちへ抜ける道です。ですから、人通りもかな

り増えましたし、あそこは結構、私個人的には成功事例ではないか

なと思っております。ただ、全体的には商店街は厳しい状況です。 

 

ひとつのルートができているのですね。 

 

そうです。もちいどのセンター街を通ってならまちへというルート

ができています。 

 

それはいいことですね。 

 

はい。それと、三条通りも奈良市のメイン道路であり、ＪＲ奈良駅

から春日大社までつながっています。だから、そこも来年からの春

日大社式年造替へ向けて、ルートの整備を奈良市はやっているので

す。そういうこともやっていますので、ちょっと変わるかなと思っ

ています。商店街の活性化というのは非常に大事な話だと思ってい

ます。 

 

あと、１つ検討課題になっている、商工サービス業の振興のところ

で、中小企業を支援するための制度ですね。融資の利用者が伸びな

い。 
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観光経済部

長 

 

 

商工労政課

長 

 

 

 

 

 

 

伊藤委員 

 

 

商工労政課

これはなぜかというと、制度で選定した事業、これの中身が変わっ

てしまったのです。実際は増えているのですけど、この目標設定し

たあとに制度が変わりまして、違う制度のほうが使いやすいという

ことで、そちらがずっと増えているのです。だから、ちょっと制度

の目標設定したこと自体がどうであったかということはございま

す。 

 

ということは、対象を見直さないといけないということですね。 

 

そうですね。もう一つ言うなら農林のほうでも、目標設定と現実が

違うという問題が出ております。農林の耕作放棄地の面積ですけれ

ど、85 万平米が今 50 万平米か何かになっているのですけれども、

これは統計手法が変わってしまったのです。 

 

85 万平米というのは、県の農業会議のほうで農業者に対してアン

ケートをとったときのものです。 

 

アンケート調査したときはそういうことで挙がって、実際に調査し

たらもっと少なかったということですね。 

 

はい。23 年度からは市の農業委員会のほうで現地調査をしており

まして、大きく変わっています。 

 

これで見ると耕作放棄地が少なくなったなということで、「なぜ、」

と思うんですが、統計の取り方が変わったと。融資の関係も同じで

す。 

 

それもあるのですけれど、この貸し付け自体が国とか県とか、かな

りメニューが多くありまして、選択できるものが多過ぎて、市の目

標の設定自体がちょっと誤ったというか、大き過ぎたというのが現

状です。また、国からの支援策がどんどん大きくなっておりますの

で、ちょっと市の貸し付けが不利になっていると言ったらおかしい

ですけれども、評価し過ぎているという部分があるのではないかと

思います。 

 

ということは、市の貸付制度が借り手にとってあまり魅力的でない

というか、使い勝手が悪い、そういうことですね。 

 

そうですね。同じメニューが多いので、本来どこで借りるかという
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伊藤委員 

 

 

商工労政課
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伊藤委員 

 

佐藤部会長 

 

伊藤委員 

 

佐藤部会長 

 

のは銀行さんでご相談されて、市を紹介するなり、県を紹介するな

りされるのですけれども、借りる方の選択肢が増えすぎてしまっ

て、今は国のほうがかなり力を入れているので、国のほうに流れて

いるのが現状なのです。 

 

そういう制度上の問題もありますけれど、ここに書かれている後期

基本計画の課題としても、奈良市の中で起業を増やしていくための

風土をつくっていくと。ならば観光でももちろんいいのですけれど

も、そういう分野で奈良市として起業してもらいたい、そういう制

度として考え直すのですか。 

 

それにつきましては、今の市長になりましてから若手の創業とか、

女性の創業支援にかなり力を入れておりまして、２年前、餅飯殿の

商業施設を「きらっ都・奈良」という名称に変えて、創業支援施設

として活動していまして、それに加えて、創業者への融資支援、こ

れを昨年度、1,000 万の融資制度を設けましたので、あわせてフォ

ローしていくというふうな計画で、今事業を進めております。 

 

では、「きらっ都・奈良」の中にインキュベーターみたいな機能を

持たしているわけですか。 

 

はい。現状 12 店舗の、３年間をめどにそこを卒業して、奈良市内

の商店街の空き店舗へまた移っていただいて活性化を図るという

ふうな、今ちょうど仕組みづくりをやっている最中でございます。 

 

これに金額まで書いていないのですけれど、１件当たりの限度額っ

て幾らなのですか。 

 

創業支援のほうは 1,000 万。 

 

 

1,000 万あったら、大きいですね。 

 

立派ですね。 

 

ぜひ起業につながるように制度を見直していただきたい。 

 

下谷委員、何かございますか。 
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観光経済部

あと、後継者の問題。奈良は古い町ですから、僕らは頭の固いとこ

ろがありまして、若手の経営者が希望を持って、自分のやりたいこ

とをやっていくというような。やはり僕らはだんだんと年いってい

くのですけど、若い人が自分の夢のあるような会社にしていけるよ

うな、そういう異業種交流の、好きなことが言えるような、各組合

単位でやっておられるところもありますけども、そういうことも大

事だなという気がします。 

奈良というのは古いから、おやじが頭から押さえつけるような感じ

で、息子は何か、頼んでもだめなような、何かそんな風土がある。

逆におやじをやっつけるような、希望のある、そういう会社、まち

づくり、そういうところまでいきたいなと思うのですけど。 

 

これは大阪も同じなのですよ。事業所は難しいですね。ですから、

これは商工会議所の仕事ですね。要はビジネスチャンスに溢れる奈

良にしたらいいわけですが、その分野は我々の提言になると思いま

す。 

 

関連して、この頃、大学でも、関西学院大学とか、関西大学でも中

小企業の事業経営者のための講座というか、コースをつくってやっ

ていらっしゃるみたいですね。奈良も観光関連の事業者の方がいら

っしゃるので、そういう方のための取組を、それこそ産学連携でや

っていく。 

あと、もう１点だけよろしいですか。せっかくアンケートの分析を

してこられたので、これの見直しの部分にもあるのですが、最後の

ほうですかね。国際交流の活発化が挙がっているのですが、これは

観光戦略課ですね。アンケート調査で見ると、国際交流を活発化す

るのは非常に重要だと。これは年代を問わず市民の方のアンケート

の結果が出ているのですけれども、この部分が一番できているか

「わからない」という評価が多いのです。市民にとって国際交流は、

国際化の時代だからわかるのだけれど、市が何をやっているかよく

わからない。要は、その交流の成果を市民にどうやって還元できる

かという、ここが見えないからわからない。確かにいろんな催しを

やったり、イベントをやっているけど、市民にとってどんなメリッ

トが、メリットというか成果があるのか。ここをやはり、こういう

ことがぜひ必要ですと、市として市民の方に国際交流を活発化する

ことによって奈良市、あるいは市民としてどういう成果が反映され

るのか、もう少し考えたほうがいいかなと思うのですけど。 

 

最近の例で言いましたら、キャンベラから高校生が来まして、それ
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長 

 

 

で音楽交流ということで、これは奈良市の市立高校もキャンベラへ

行って、そこで高校生の民泊、ホームステイですね。お互いにホー

ムステイしたりということでやったりとか、あと、この前もオマー

ンから若い大学生が来て、それを奈良市も協力して受け入れて、こ

れもホームステイして、そういうような取り組みをやってはおるの

ですけれども。それとあと、最近やっていませんけど、慶州市と西

安市と奈良市で３市のスポーツ大会、スポーツ交流ですね。これは

３市のスポーツ、例えば軟式テニスの協会は自分たちで行ったりと

か、そういうことはやっておるのですけれども、確かに先生おっし

ゃるように、国際交流の成果は何かというと、なかなか難しいです

ね。 

ただ、国際交流の根源的な目的はやはり平和と思います。中国人の

友達が観光に来られ、若いときからお互いに知り合う、お互いをよ

く理解し、国際理解ですね。そういうことによって育っていくのが

平和につながっていくであろうし、やはり自分の見聞も広がってい

く。ただ、おっしゃるように、それでどういう成果があるのかと。

世界に、子供の目を開かせていく、それが大事であり、教育委員会

のほうとそういう事業をやっておりますので、もう少し教育委員会

と連携する。実際にそのあたりどういうふうにしたらいいか、教え

ていただければ。 

 

それは多分、市民や自分たちの子供とか孫が、そういう国際交流を

進めることによって国際感覚が感じられ、身につくようなところへ

持っていければ、学校から帰ってきた子供が「今日、こんなことが

あったよ」とか話をするとか。今もちろんやっておられると思うの

ですよ。もう少し、そこに力を入れたら、自分の子や孫が国際感覚

を持った人間に育っていくんだなとわかる。 

 

それと、観光についてなのですけれども、県の観光施策、観光局と

市の観光局の整合性というか、同じことをやっておられるとか、そ

ういう重複したり、また全然足らないところもありますから、その

あたりの、県と市の連携といいますか、無駄のないように観光施策

をやっていただきたいなと。もう少し県と市との話し合いをしてい

ただけるような環境づくりを。 

 

職員レベルでは常にやりとりしています。特に議会のほうでも、そ

ういうご指摘をいただきました。県と市の観光施策が「同じ方向を

見ていないのか」といったご指摘であり、当然同じ方向を見てない

とおかしいですから。下谷委員さんがおっしゃるのはそのとおりと
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佐藤部会長 

思います。 

 

パンフレットなんかで、県も作っておられたり、市も作っておられ

たりして、県も一所懸命やっているし、市も一所懸命やっているが、

同じようなパンフレットができてたり、そういう可能性もあるか

ら、そういう無駄な、無駄と言ったら怒られるかもしれませんけど、

そういうことのないようにやっていただきたいなと思います。 

 

多分、奈良市は奈良市のことを考えて、県は県全体を考えています

から、この部分がうまく合わない。とはいえ、やはり奈良県も各市

町村も、うまく連携してまとめる方法を考えたらいいと思うので

す。 

 

本日の皆さんの発言を整理して幾つかにくくってもらい、次回につ

なげたいと思います。そういう方向で言いますと、外から見ている

立場から見ていますと、やはり奈良はもう少し関西圏とうまくや

る。インバウンドのお客さんを奈良に取り込んで、それから、大阪

や京都に回してやるというぐらいの気構え、それをぜひ行政が持っ

ていただきたい。お裾分けをもらうというのではなくて、大阪のお

客さんを奈良にではなく、奈良に集めたお客さんを大阪や京都に回

すくらいの、それだけの魅力を持ったところですから、それくらい

の気持ちで取り組んでいくべきだと思います。その手段はいっぱい

あると思います。 

皆さんに楽しいお話を伺ったわけですが、奈良と斑鳩とか、連携で

すね。それで総合力を発揮するという、この取り組みは今の行政に

は求めることができるわけですし、どんどんニーズのほうから入っ

ていただいて、結果的に垣根が取り払われた、こういうふうに持っ

ていっていただきたいですね。 

それから、あと１つ、ぜひ次は市長に来ていただいて、市長の熱い

思い、ビジョンを、もう少し人数がそろったときに語っていただく。

どこからお客さんを集めるつもりなのか、あるいはさっき言った商

店街の取り組みとか、こんなことをやっていますとか、市長の観光

への想いを語っていただいて、我々がいろいろぶつけ合うというこ

とでやっていけば、より有効な提言になるのではないかと思いま

す。 

 

他の部会との関係もありますので。 

 

そういうことを言ったらだめです。ほかの部会とか考えずに。ほか
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がまねしますから。ここに来たら、ほかの部会も、俺のところも来

てもらおうと、こうなるわけですから、行政の方々はすぐそういう

発言をされますけど、そういうことなしにやったらいいと思いま

す。私がお願いに行ってもいいですから、ぜひお願いします。 

 

市長は、観光は非常に思いを持っていますから、多分大きな話が出

てくると思います。そこに我々職員がついていけるかどうかという

話はまたあるとは思うのですけど。 

 

そのようなところでしょうか。今日はいろいろとお話をいただきま

してありがとうございました。 
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